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お元気グループ紹介「南田島お囃子保存会」
　昔、地区の青年会で行っていた獅子舞、お囃子を絶やして
はいけないと昭和54年に保存会として再結成。地域に伝わる
伝統芸能を今に伝えています。現在は立ち上げからの３人の
メンバーや引退した先輩の指導のもと、地区内の30代から70
代までの16人のメンバーで笛や太鼓、獅子舞の練習を毎月
行っています。毎回練習の後は反省会を兼ねた慰労会をして
世代を越えた交流の機会にもなっているそうです。
　４月２日にはコロナの影響で３年間できなかった熊野社春
祭りが開催され、春休みに小学生が練習したおかめ踊りも加
わり、お囃子と獅子舞の奉納が行われました。伝統芸能の伝
承を通して子どもから大人まで地区のみなさんの気持ちが一
つになり、会場全体が温かな春風に包まれていました。
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（2）社  協  報　に こ り ん令和５年（2023年）５月15日 第 181 号

　
令
和
５
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が
３
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
評
議
員
会
で
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
と
も
に
生
き
る
福
祉
の
村
づ
く
り
に
向
け
て
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
会
費
に
よ
る
事
業

・
一
般
福
祉
事
業

（
総
額
3
4
1
万
2
千
円
）

共
同
募
金
配
分
金
に
よ
る
事
業 

 

　（
総
額
1
0
6
万
9
千
円
）

村
補
助
金
に
よ
る
事
業

（
総
額
1
、8
4
4
万
5
千
円
）  

1
住
民
参
加
の
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

①
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の
支
援 

講
師
の
紹
介
、
遊
具
の
貸
し
出
し
な
ど

い
き
い
き
サ
ロ
ン
交
流
会
の
開
催

②
有
償
型
住
民
助
け
合
い
サ
ー
ビ
ス

「
さ
さ
え
チ
ャ
オ
」
の
運
営

1
住
民
参
加
の
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

①
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の
支
援

い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
助
成
金
の
交
付

②
縁
が
輪
喫
茶
の
運
営

2
福
祉
活
動
に
対
す
る
広
報
啓
発
活
動 

①
社
協
報
「
に
こ
り
ん
」
の
発
行

②
第
28
回
中
川
ふ
れ
あ
い
福
祉
広
場
の
開

催 

10
月
15
日
（
日
）　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

③
第
48
回
三
者
共
催
講
演
会
の
開
催

3
当
事
者
・
団
体
活
動
支
援

①
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
の
開
催

②
敬
老
訪
問
　
記
念
品
の
贈
呈

③
介
護
者
交
流
会
の
開
催
　
年
3
回

④
生
活
困
窮
者
見
舞
い
金
の
支
給
（
プ
チ

バ
イ
ト
）

4
介
護
予
防
事
業

①
出
前
介
護
予
防
教
室
の
開
催

②
お
楽
し
み
弁
当

③
介
護
予
防
体
操
教
室「
お
達
者
ク
ラ
ブ
」

週
1
回
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で

体
操
教
室
を
開
催

1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
発
と
情
報
提
供

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
始
め
チ
ャ
オ
講
座
の
開
催

③
こ
ど
も
福
祉
教
室
の
開
催

④
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営

訓
練

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
助
成
金
の
交
付

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
活
動
へ
の
援

助
と
協
力   

交
流
会
、
交
流
旅
行
の
開
催

⑦
上
伊
那
郡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
集
会
へ
の

参
加
　

2
福
祉
活
動
専
門
員
設
置
事
業

3
一
般
福
祉
事
業 

①
小
中
学
校
福
祉
教
育
指
定
校
補
助
金
の
交
付

②
障
が
い
者
等
へ
の
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
　
1
回
　
3
0
0
円

③
生
活
支
援
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

利
用
料
　
10
分
　
2
0
0
円

④
い
わ
ゆ
り
荘
宿
泊
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
　
1
泊
　
1
0
、0
0
0
円

4
障
が
い
者
余
暇
活
動
支
援
事
業 

障
が
い
者
希
望
の
旅
　
年
2
回
実
施

5
障
が
い
者
特
定
相
談
事
業 

6
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業 

③
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
懇
談
会
の
開

催
　

2
福
祉
活
動
に
対
す
る
広
報
啓
発
活
動 

①
社
協
報
「
に
こ
り
ん
」
の
発
行 

　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
管
理

3
福
祉
教
育
の
推
進 

①
福
祉
教
育
懇
談
会
の
開
催

②
小
中
学
校
へ
の
福
祉
教
育
の
情
報

提
供
、
福
祉
体
験
教
材
の
貸
付
と
指
導

4
当
事
者
・
団
体
活
動
支
援

①
独
居
、
日
中
独
居
、
高
齢
者
世
帯
交
流

会
（
あ
じ
さ
い
食
堂
）
の
開
催

②
福
祉
団
体
へ
の
助
成
金
交
付

③
生
活
困
窮
者
へ
の
厚
生
資
金
貸
付

5
在
宅
介
護
支
援
事
業 

①
福
祉
車
両
・
福
祉
用
具
の
貸
出

②
い
わ
ゆ
り
荘
時
間
外
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
　
30
分
　

2
5
0
円

6
介
護
予
防
事
業

食
の
支
援
事
業

・
お
楽
し
み
弁
当
　
月
1
回
5
0
0
円

・
い
わ
ゆ
り
弁
当
　
月
～
金
5
0
0
円

7
法
人
運
営

①
理
事
会
・
評
議
員
会
・
監
査
会
の
開
催

②
地
域
福
祉
推
進
員
の
設
置
　

③
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
会
の
開
催

④
災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
業
務
継
続

計
画
（
B
C
P
）
の
作
成

お楽しみ弁当調理ボランティア

いきいきサロンでボッチャ体験

すこやかサポート調理実習
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介護保険収入
121,845千円
（72.8%）

補助金・受託金収入
25,084千円（15.0%）
補助金・受託金収入
25,084千円（15.0%）

地域福祉事業（村補助）
18,445千円（11.0%）
地域福祉事業（村補助）
18,445千円（11.0%）

居宅介護支援事業
16,657千円（10.0%）
居宅介護支援事業
16,657千円（10.0%）

積立金取崩収入
12,383千円（7.4%）

共同募金配分金収入
1,055千円（0.6%）

通所介護事業
101,938千円
（60.9%）

障がい者支援事業
3,776千円（2.3%）

共同募金配分事業
1,069千円
（0.6%）

生活困窮者支援事業
（県・県社協受託）
3,080千円（1.8%）訪問介護事業

12,555千円
（7.5%）

介護予防等事業（村受託）
6,344千円（3.8%）

法人運営・一般福祉事業
３，４１２千円（2.１%）

利用料参加費収入
2,037千円（1.2%）

障害福祉事業収入
2,177千円（1.3%） その他の収入

559千円（0.4%）
寄附金収入
100千円（0.1%）

会費収入
2,036千円（1.2%）

収入内訳

支出内訳

令和５年度 予算内訳

収入総額
16７,２7６千円

支出総額
16７,２7６千円

村
受
託
金
に
よ
る
事
業

（
総
額
6
3
4
万
4
千
円
） 

県
受
託
金
に
よ
る
事
業

（
総
額
32
万
1
千
円
） 

介
護
保
険
法
に
よ
る
事
業 

（
総
額
1
億
3
、1
1
5
万
円
）

県
社
協
受
託
金
に
よ
る
事
業

（
総
額
2
5
万
9
千
円
）

県
社
協
補
助
金
に
よ
る
事
業

（
総
額
2
5
0
万
円
） 

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
事
業

（
総
額
3
7
7
万
6
千
円
）

1
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
事
業
【
新
規
】

妊
娠
中
や
産
後
で
家
事
が
困
難
な
家
庭

へ
食
事
作
り
や
買
い
物
な
ど
家
事
全
般

を
支
援
す
る
。

利
用
料
　
1
回
3
0
0
円

2
産
前
産
後
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
【
新
規
】

妊
娠
中
や
産
後
で
食
事
作
り
が
困
難
な

家
庭
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
弁

当
を
配
達
す
る
。

3
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

①
実
施
日 

半
日
コ
ー
ス
　
毎
週
（
木
）

一
日
コ
ー
ス
　
毎
週
（
月
）

②
会
　
場
　
高
齢
者
憩
い
の
家

③
時
　
間
　

半
日
コ
ー
ス
　
午
前
9
時
～
11
時
30
分

一
日
コ
ー
ス
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時
30
分

4
く
つ
ろ
ぎ
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業 

①
実
施
日
　
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

②
実
施
場
所
　
高
齢
者
憩
い
の
家

③
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

5
生
活
管
理
指
導
員
等
派
遣
事
業 

①
軽
度
生
活
支
援
員
派
遣

虚
弱
な
高
齢
者
世
帯
へ
の
軽
易
な
日
常

生
活
上
の
援
助

②
生
活
管
理
指
導
員
派
遣

虚
弱
な
高
齢
者
世
帯
等
へ
の
健
康
・
栄
養

管
理
の
助
言
等

6
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
事
業 

要
介
護
認
定
者
・
障
害
者
等
単
独
で
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
困
難
な
方
を
車

椅
子
車
両
等
で
病
院
へ
の
送
迎
を
行
う
。

※
利
用
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

7
心
配
ご
と
相
談
事
業 

・
日
　
時
　
毎
月
第
1
水
曜
日

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
前
11
時

・
場
　
所
　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

8
配
食
サ
ー
ビ
ス
状
況
把
握
報
告
業
務

1
生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
に
対
す
る
学

習
・
生
活
支
援
事
業 

ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
等
で
学
習
の
機

会
が
な
い
子
ど
も
に
家
庭
訪
問
等
に
よ

り
学
習
や
生
活
支
援
を
行
う
。

1
障
が
い
児
・
者
へ
の
特
定
相
談
支
援
事
業

障
が
い
児
・
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

作
成
、
総
合
相
談  

1
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付 

生
活
困
窮
者
へ
の
生
活
福
祉
資
金
の
貸

付
2
生
活
困
窮
者
へ
の
総
合
相
談
支
援

上
伊
那
生
活・就
労
支
援
セ
ン
タ
ー「
ま

い
さ
ぽ
上
伊
那
」
と
の
連
携

4
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
援
助
、
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
、
書

類
等
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

1
居
宅
介
護
支
援
事
業

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
が
介
護
認
定
を
受
け
た
利
用

者
の
相
談
に
応
じ
、
一
緒
に
介
護
計
画

を
立
て
て
い
く
事
業

2
訪
問
介
護
事
業 

・
在
宅
要
介
護
者
に
対
す
る
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
（
食
事
、
排
泄
、
そ
の
他
生

活
全
般
に
わ
た
る
援
助
）
を
行
う
事
業

・
村
介
護
予
防
日
常
生
活
総
合
事
業
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
A
の
受
託

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
期
間
）

毎
日
、
午
前
6
時
～
午
後
10
時

3
通
所
介
護
事
業
（
い
わ
ゆ
り
荘
）

・
在
宅
要
介
護
者
に
対
す
る
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
（
入
浴
、
食
事
な
ど
必
要
な

介
護
や
機
能
訓
練
）
を
行
う
事
業

・
村
介
護
予
防
日
常
生
活
総
合
事
業
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
A
の
受
託
（
あ
お
ば
）

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
期
間
）火
曜
日
、金
曜
日

（
場
所
）
高
齢
者
憩
い
の
家

1
特
例
貸
付
実
施
後
の
相
談
支
援
体
制
強

化
事
業
【
新
規
】

2
障
が
い
者
へ
の
訪
問
介
護
事
業 

身
体
介
護
、
家
事
援
助
、
見
守
り
、
外

出
時
の
介
護
等
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
。

3
共
生
型
生
活
介
護
事
業

い
わ
ゆ
り
荘
で
の
障
が
い
者
の
受
け
入

れ
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日
常
に
戻
っ
た
取
り
組
み
を

中
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長
　
　
松 

村  

隆 

一

 

例
年
に
な
く
暖
か
い
陽
気
と
な
り
、
色
々
な
花
々
も
咲
き

乱
れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

盛
ん
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も

少
し
落
ち
着
い
て
き
た
感
じ
で
あ
り
ま
す
。
五
月
八
日
に

は
一
応
の
区
切
り
と
し
て
の
対
応
が
さ
れ
て
き
て
お
り
、
世

の
中
も
以
前
の
よ
う
な
動
き
に
戻
っ
て
い
く
の
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
油
断
禁
物
と
も
思
い
ま
す
。

本
年
も
中
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
は
困
難
な
問

題
が
発
生
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
職
員
一
同
で
協
力

し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
お
れ
ば
、
例
年
の
よ
う
に
「
ふ
れ

あ
い
福
祉
広
場
」
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
関
係
す
る
皆
様
や
住
民
の
皆
様
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
参

加
者
全
員
が
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
の
で
、
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●事　務　局●●生きがいデイサービス●

■業務内容　　　　　　　　　　　　　　

法人運営、地域福祉活動、ボランティア活動、広
報啓発活動、福祉教育、障がい者支援活動、障が
い者・児相談支援事業、共同募金、福祉輸送、金
銭管理サービス、困窮家庭学習支援、生活福祉資
金貸付、日本赤十字社、日赤奉仕団、各種相談

■業務内容　　　　　　　　　　　　　　

生きがいデイサービス、くつろぎデイサービス
（場所は、高齢者憩いの家）
介護予防体操教室
（場所は、在宅介護支援センター）

事務局長	 米山　正克
事務局主任　福祉活動専門員	 米山　喜明
事務職員	 米山　純子
ボランティアコーディネーター
	（兼務：障がい者相談支援専門員）	 宮下　朱美

生きがいデイサービス	 松尾　睦美
生きがいデイサービス	 中村恵美子
	（兼務：くつろぎデイサービス）
生きがいデイサービス	 寺澤　恵子
	（兼務：くつろぎデイサービス	)
介護予防体操教室	 伊藤　節子
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●居宅介護支援事業所●●ヘルパーステーション●

介護支援専門員	 主任　寺澤　茂子
　　　〃	 　　　片桐千代美
　　　〃	 　　　大場　美希
　　　〃	 　　　千村千代子
　　　〃	 　　　大嶋菜摘子
　　　〃　　（事務局兼務）	 　　　米山　喜明

■業務内容　　　　　　　　　　　　　　

居宅サービス計画の作成と介護サービス事業者と
の連絡調整等

管理者・サービス提供責任者	 主任　小池　美帆
訪問介護員	 　　　松尾　睦美
　　〃	 　　　座光寺美保子
　　〃	 　　　伊藤　節子

■業務内容　　　　　　　　　　　　　　
介護保険による訪問介護
障害者総合支援法による訪問介護
高齢者生活管理指導員等派遣事業による訪問介護
総合事業訪問型サービスＡ、社協独自事業による
訪問介護、産前産後ヘルパー

●デイサービスセンターいわゆり荘●

管理者・主任	 飯島健太郎
生活相談員	 田中　　光
看護師	 小田切文化美	 桃沢　藤子
　〃	 伊藤　里美	 大矢あゆり
栄養士	 鎮西　郁子
調理員	 米山絵里子	 宮下めぐみ
　〃	 後藤ゆかり	 中野あけみ
介護員	 宮澤　　智	 福與千代美　
　〃	 菅沼　治美	 市瀬　貴憲　
　〃	 稲葉　初子	 松島　弓子
　〃	 上久保悦子	 北澤　真貴
　〃	 山岸　由美	 近藤　寿枝
　〃	 米山　　馨	 藤木たせ子
運転手	 福澤　昭男	 有賀　　始
　　　　　　　　　　　（福祉輸送兼務）

　〃	 山岸　由美（介護員兼務）

■業務内容　　　　　　　　　　　　　　

介護保険による通所介護サービス
社協独自事業による休日、宿泊、時間外介護サービス
総合事業通所型サービスＡ、共生型生活介護サービス
産前産後配食サービス
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お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
に
行
っ
て
来
ま
し
た 

3
月
27
日
～
4
月
1
日
に
か
け
て
、
毎
年
恒
例
の
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
ま
し

た
。
今
年
は
例
年
よ
り
も
桜
が
早
く
開
花
し
た
の
で
、
予
定
を
繰
り
上
げ
て
実
施
し
ま
し

た
。ド

ラ
イ
ブ
の
コ
ー
ス
は
、
望
岳
荘
～
村
民
グ
ラ
ン
ド
～
中
川
西
小
学
校
～
延
壽
院
～
南

向
発
電
所
～
大
草
城
址
公
園
と
巡
り
、
濃
い
ピ
ン
ク
や
薄
い
ピ
ン
ク
、
一
重
咲
き
や
八
重

咲
等
、
み
ご
と
に
咲
き
誇
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
か
ら
は
「
わ
ぁ
、綺
麗
」「
見
事
だ
ね
」
な
ど
と
感
激
し
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
り
荘
に
戻
っ
て
く
る
と
、
ち
ょ
う
ど
3
時
の
お
茶
の
時
間
で
、
し
ま
や
さ
ん
の

桜
餅
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昔
か
ら
の
な
じ
み
の
あ
る
美
味
し
さ
に
利
用
者
の
皆
さ
ん
は

「
お
い
し
い
」「
懐
か
し
い
」
と
喜
ば
れ
、
笑
顔
も
満
開
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
、
皆
で
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
に
行
け
る
と
良
い
で
す
ね
。

4
月
26
日
（
水
）、
い
わ
ゆ
り
荘
に
お

い
て
救
急
救
命
研
修
を
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー
と
共
催
で
行
い
、
25
人
が
参
加
し

ま
し
た
。「
救
急
蘇
生
法
」
の
手
順
に
つ

い
て
、
伊
南
南
消
防
署
山
岸
主
査
を
講
師

に
、
実
際
に
器
具
を
使
っ
て
講
習
を
受
け

ま
し
た
。

心
停
止
に
な
っ
た
人
に
対
し
て
行
う
救

命
処
置
と
し
て
、
ま
ず
胸
骨
圧
迫
を
開
始

し
、
人
工
呼
吸
も
行
い
な
が
ら
、
合
わ
せ

て
A
E
D
を
準
備
し
て
除
細
動
を
行
い
、

こ
れ
を
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
繰
り
返

す
と
い
う
流
れ
を
学
び
ま
し
た
。
実
際
に

や
っ
て
み
る
と
、
特
に
胸
骨
圧
迫
は
短
い

時
間
で
も
か
な
り
体
力
が
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
食
べ
物
な
ど
が
喉
に
詰
ま
る
な

ど
し
た
場
合
の
気
道
異
物
の
除
去
方
法
と

し
て
、
腹
部
突
き
上
げ
法
・
背
部
叩
打
法

が
あ
り
、
や
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

職
場
で
誰
か
が
突
然
倒
れ
、
心
停
止
な

ど
の
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
ら
救
命
処
置

は
一
刻
を
争
い
ま
す
。
そ
こ
に
居
合
わ
せ

た
人
た
ち
が
協
力
し
て
適
切
な
処
置
を
行

う
こ
と
が
、
尊
い
人
命
を
救
う
た
め
の
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
研
修
を
行

い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

心
停
止
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
？

救
急
救
命
研
修
を
開
催



中川村社協ヘルパーステーション

社協指定居宅介護支援事業所

年齢を重ねるにつれて筋肉量は減少してきます。
それに伴い、筋力や歩行機能も低下します。
いつまでも活動的に過ごしていけるよう、運動を紹介していきます。

≪知って得ポイント≫
  起床直後の運動は血圧が上昇しやすいので避けた方がよいでしょう！

椅子スクワット
正座からの立ちあがりや歩行などの動作に関連する動きに
なり股関節の可動域アップにつながります。

< やり方 >
①両足を肩幅に開き、椅子の背に両手を置きます。
②膝が直角または太ももが床と平行にあるところまで
　しゃがんで立ちます。（膝は足先より前に出さないように）

運動も習慣化が大事です。腰や膝に痛みがある時は、無理をせず、できる範囲で行ってみましょう。
（次回…椅子腹筋を紹介します。）

みんな元気、体もポッカポカみんな元気、体もポッカポカ

①この四角の中に海の生き物がいます。
②みどり色で囲ってあるように名前を囲ってみて下さい。
③さて何匹いますか？名前は何でしょうか？考えてみましょう！

（7） 社  協  報　に こ り ん令和５年（2023年）５月15日 第 181 号

いつまでも生き生きと暮らそう！

◎脳の活性化を図るため、脳トレを紹介します。
　簡単なひらがなの脳トレです、よく考えたり、思い出したり、新しく情報が入って
　きたりと活性化が図れます。それではやってみましょう！

か た い
さ つ し
め わ お
い る か

次回は少し難しくなってきます。

答え　5個　さめ　たい　いるか　いわし　かつお
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笑顔も咲いて
	 －グループホームかぞく－

春の花を愛でながら	 －かつら－

桜の花の満開の下で	
	 －麦の家－

奉仕の心でいのちを守る	 	
	 －中川村日赤奉仕団総会－

筍の皮むき
	 －野の花宅老所－

　ホームの庭に芝桜が咲きました。皆さんの
笑顔も満開です。カラーでお見せできないの
が残念です！

　今年も、野の花で沢山筍が採れました。皆
さんに皮むきのお手伝いをお願いすると、
あっという間にむいてくださいました。筍ご
飯や煮物にしていただきました。

　うららかな春の陽気に誘われて大草城址公
園へお花見に行ってきました。満開の桜の下
で春の風景をゆっくりと満喫できました。花
のたよりが次々と聞かれると、お出かけの機
会と共に入居者の皆さんの笑顔も増えそうで
す。

　ウッドデッキから桜や水仙を見ながら午後
のお茶を楽しみました。とてもきれいに咲い
ていました。

4月12日（水）に中川文化センターで総会が
開催され、事業計画・予算等が承認されまし
た。また、宮下分区長（村長）から前年度役
員4名に感謝状が送られました。
新年度役員は、委員長　伊藤朋枝さん（中
通）、副委員長　澤上有希さん（八幡平）、若
宮めぐみさん（桑原）、米山順子さん（中央）
です。
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　コロナ感染症の落ち着いたころ合いをみ
て、３月 １８ 日（土）にボランティア交流会
を開催しました。 ２８ 名の参加があり、パラ
リンピックで話題になった「ボッチャ」を行
い、親睦を深めました。
　くじ引きで決めた４チームに分かれて総当
たり戦で対戦。ボッチャは初めてという方が
ほとんどでしたが、ナイスショットの連続に
大変盛り上がりました。
　ボッチャの後はお互いの近況報告を行い、
コロナ禍でも何らかの活動を続けてきた話し
や、これから頑張りたいという話しなど、そ
れぞれの思いを聞くことができました。
　３年ぶりの開催となりましたが、久しぶり
の再会もあり笑顔と会話のあふれた楽しい会
となりました。

　４月 １８ 日（火）にボランティア連絡協議会の総会が開催され、
事業報告・決算及び今年度の事業計画・予算の承認がされました。
　例年どおりの活動が出来るようになりましたが、引き続き感染
症予防につとめ、活気ある活動にしていきたいものです。
　ボランティアに興味のある方、随時募集しています。

◎体験、講座、交流会（主なイベント）
月 事　　業 内　　容
５ 障がい者希望の旅①（２８日) 介助ボランティア募集

６ ボランティア講座①(２７日) シンガー体操
障がい者スポーツ交流会①（２５日） 介助ボランティア募集

７ ボランティア講座②(２７日)

８ 子ども福祉教室(６日）
災害ボランティアセンター立ち上げ訓練(２０日)

９ ボランティア講座③(２２日)

１０ 障がい者スポーツ交流会②（１日）
第２８回ふれあい福祉広場準備、当日（１４、１５日） 運営、介助など	

１１ 障がい者希望の旅②（１２日) 介助ボランティア募集
１２ 上伊那ブロックボランティア交流研究集会(２日) 場所：伊那市
２ いきいきサロン交流会(２９日)

3 ボランティア交流会(７日)
障がい者スポーツ交流会③(２４日） 介助ボランティア募集

通
年

縁が輪喫茶(毎週火曜日)
お楽しみ弁当配食ボランティア(毎月第3木曜日)
あじさい食堂(毎月第４水曜日)

ボッチャを楽しみ、活動を展望

例年どおりの活動をめざして
令和５年度ボランティア関係事業計画
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令和５年（2023年）５月15日 社  協  報　に こ り ん （10）第 181 号

理事会・評議員会の報告
◎承認された議案
○令和４年度第３回理事会（令和５年３月17日開催）
・第三者委員の承認について
・職員就業規程の一部を改正する規程の制定について
・令和4年度補正予算（第1号）について
・令和５年度事業計画及び予算について
・令和4年度第2回評議員会の招集及び議題について
・評議員候補者の推薦について
○令和４年度第２回評議員会（令和５年３月24日開催）
・令和4年度補正予算（第1号）の承認について
 ・令和５年度事業計画及び予算の承認について

三
年
前
片
手
に
抱
か
れ
て
私

た
ち
の
前
に
来
た
小
さ
い
わ
ん

こ
。
生
後
一
ヶ
月
で
、
つ
ぶ
ら

な
目
で
私
た
ち
を
見
つ
め
て
く

れ
ま
し
た
。
女
の
子
二
匹
、
男

の
子
一
匹
の
兄
弟
で
、
と
て
も

小
さ
い
の
で
心
配
に
な
る
ほ
ど

で
し
た
。
と
っ
て
も
愛
し
く
思

い
、
我
が
家
に
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

三
年
前
と
言
え
ば
、
コ
ロ
ナ

禍
に
な
り
、
マ
ス
ク
、
消
毒
、

手
洗
い
う
が
い
、県
外
ナ
ン
バ
ー

が
あ
る
と
冷
た
い
視
線
、
外
出

も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
今
は
脱
マ
ス
ク
、
軽
減
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
か

ら
楽
し
み
が
増
え
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

我
が
家
の
わ
ん
こ
と
言
え

ば
、昨
年
の
四
月
散
歩
か
ら
帰
っ

て
く
る
と
、
嘔
吐
、
下
痢
な
ど

を
何
回
か
繰
り
返
し
、
病
院
に

行
き
注
射
、
点
滴
、
検
査
、
見

て
い
る
だ
け
で
心
が
痛
み
ま
し

た
。
何
が
原
因
な
の
か
調
べ
て

も
ら
っ
て
も
わ
か
ら
ず
じ
ま
い

で
、
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を
変
え
た

り
、
環
境
を
整
え
た
り
と
、
大

変
で
し
た
。
完
治
に
一
ヶ
月
以

上
も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
わ
ん
こ
も
こ
の
春
で

三
歳
。
孫
と
遊
ん
だ
り
、
散
歩

に
行
っ
た
り
、
甘
え
た
り
。
た

ま
に
は
や
ん
ち
ゃ
も
い
い
け
ど
、

心
配
を
か
け
ず
、
元
気
で
い
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。（
ざ
）

○職員人事
（退職）いわゆり荘介護員　　　　　　藤木　美恵（３月３１日付）
　　　生きがいデイサービス運転手　米山　京子 　　〃　　 

◯日本赤十字社活動資金ご協力のお願い
　日本赤十字社の活動は、住民の皆様からの温かい
ご支援により支えられています。 活動資金は、国内
外の災害等援助活動や日赤奉仕団の育成事業等に役
立てられます。地区総代を通して各地区にお願いし
ますので、地域の皆さまのご協力をお願いします。 
日本赤十字社活動資金　一口　500 円

◯社協会費納入のお願い
　社会福祉協議会の活動は、会員である住民の皆様
の会費により支えられています。 お預かりしました
会費は、広く地域福祉活動に役立てられます。 地域
福祉推進員（地区総代）、社協職員が集金にお伺いし
ますので、ご協力をお願いします。 
一般会費　一口　1,000 円 
賛助会費　一口　2,000 円 （賛同してくださる個人） 
特別会費　一口　5,000 円 （賛同してくださる法人企業）
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